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【作品名】 

いつでもどこでもフラッシュカード 

【学校名】 

日立市立滑川小学校 

【活用できる領域・教科等】 

国語、算数、他 各教科 

【制作者名】 

矢吹 千晴 

【制作の意図】 

ノートや鉛筆を用いた学習が苦手な児童でも、

楽しみながら何度でも挑戦し、知識の習得や定着

につながる教材を制作した。 

【使用の方法】 

・黒板等に提示して使用する場合 

 プロジェクターと電子モニターを使って画面

を映し出し、問題を見せる。数秒後に答えを出

す。 

・タブレット PCで使用する場合 

 アプリケーションを起動し、ファイルを開き画

面上に問題を出す。学習者のタイミングで答え

を出し、確認する。 

・紙媒体で使用する場合 

 両面印刷をし、めくることで問題と答えが確認

できるようにする。 

【制作上の工夫】 

 指導者が作成したものを提供するだけでなく、 

学習者自身もファイルを編集して新たに作りか

えることもできる。印刷して紙媒体で学習するこ

ともできる。 

 

 

【写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【材料】 

パソコン、教科書、プロジェクター、電子モニ

ター、児童用タブレット PC 

【使用効果と応用発展】 

・単独での学習、個別指導、一斉指導等、多様な

シチュエーションで活用できる。 

・各教科の学習に応用でき、何度でも取り組むこ

とができるので、反復練習に役立つ。 

・問題のアップデートは指導者、学習者の両者で

操作できる。難易度や使い方を使用する児童に

応じてオーダーメイドできる。 

 

→ 

→ 

→ 

オンライン授業で

使用する場合 

← 

タブレット PC で 

自主学習をする場合 

→ 

プロジェクターと

モニターで使用す

る場合 

↑Microsoft の Power Point スライドショーを 

使用して、タイミングよく答えを提示。 

↑フラッシュカード作成時。単語帳を作るよ

うに次々と入力していく。 


